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ＸＶＩＩＩ イオン平衡

【錯体平衡】

［平衡反応］

Ｍ(イオン,aq) ＋ ｎＬ(aq) → ＭＬ (aq) （１８･１）← ｎ

［平衡関係式］
＊

△Ｇｒ
Ｋ ＝ exp（ － ） （１８･２）

ＲＴ

＊ ＊ ＊ ＊
△Ｇ ≡ μ （ＭＬ ,aq）－｛ μ （Ｍ,aq） ＋ ｎ μ （Ｌ,aq）｝ （１８･３）ｒ ｎ

｛ａ(ＭＬ )｝ｎ
（１８･４）Ｋ ≡ ｎ

｛ａ(Ｍ,aq)｝｛ａ(Ｌ,aq)｝

［問１８･１］つぎの反応について平衡定数を求めよ。

２＋ － ２－Ｐｂ (aq) ＋ ４Ｃｌ (aq) → ＰｂＣｌ (aq)← ４

ｏ ２＋ -1△Ｇ (Ｐｂ ,aq)／ｋＪ mol ＝ －２４.３１
ｆ,298

ｏ － -1△Ｇ (Ｃｌ ,aq)／ｋＪ mol ＝ －１３１.１７
ｆ,298

ｏ ２－ -1△Ｇ (ＰｂＣｌ ,aq)／ｋＪ mol ＝ －４０４.５９４ｆ,298

-3 ２＋ 3 -3［問１８･２］０.０２ mol ｄｍ の濃度の Ｐｂ を含む溶液 ０.１ ｄｍ と ２ mol ｄｍ の濃

－ 3 ２＋度の Ｃｌ を含む溶液 ０.１ ｄｍ を混合した。 平衡状態での Ｐｂ の濃度を求めよ。

-3 -1ただし，容量モル濃度（mol ｄｍ ）による濃度は，重量モル濃度（mol ｋｇ ）による濃度に近似

２－でき，ＰｂＣｌ 生成の平衡定数は［問１８･１］の値を使用する。４

［問１８･３］つぎの反応について平衡定数を求めよ。

３＋ － ２＋Ｆｅ (aq) ＋ Ｂｒ (aq) → ＦｅＢｒ (aq)←

ｏ ３＋ -1△Ｇ (Ｆｅ ,aq)／ｋＪ mol ＝ －１０.５４
ｆ,298

ｏ － -1△Ｇ (Ｂｒ ,aq)／ｋＪ mol ＝ －１０２.８２
ｆ,298

ｏ ２＋ -1△Ｇ (ＦｅＢｒ ,aq)／ｋＪ mol ＝ －１１６.７５
ｆ,298

３＋ -1［問１８･４］Ｆｅ を ０.０１ mol ｋｇ 含む溶液 １ ｋｇ に １.３５０ ｇ の ＫＢｒ

２＋（式量：１１９.００）を溶かした。 平衡状態での ＦｅＢｒ の濃度を求めよ。 ただし，容量

-3 -1モル濃度（mol ｄｍ ）による濃度は，重量モル濃度（mol ｋｇ ）による濃度に近似でき，

２＋ＦｅＢｒ 生成の平衡定数は［問１８･３］の値を使用する。
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【難溶性塩の溶解平衡】

［平衡反応］

Ｂν+
Ａν-

(ｓ) → ν+ Ｂ
z+
＋
(aq) ＋ ν- Ａ

z-
－
(aq) （１８･５）←

［平衡関係式］
＊

△Ｇｒ
Ｋｓｐ ＝ exp（ － ） （１８･６）

ＲＴ

＊＊ ＊ ＊ － μ （Ｂν+
Ａν-

,ｓ）△Ｇ ≡ ν+ μ （Ｂ
z+

＋
,aq）＋ ν- μ （Ａ

z-
－

,aq）ｒ

（１８･７）

Ｋ ≡ (ａ(Ｂ
z+
＋
))

ν+ ・(ａ(Ａ
z-
－
))

ν- （１８･８）ｓｐ

［問１８･５］つぎに示す難溶性塩の溶解度積を求めよ。

＋ －ＡｇＣｌ ＡｇＣｌ(ｓ) → Ａｇ (aq) ＋ Ｃｌ (aq)←

＋ －ＡｇＢｒ ＡｇＢｒ(ｓ) → Ａｇ (aq) ＋ Ｂｒ (aq)←

＋ －ＡｇＩ ＡｇＩ(ｓ) → Ａｇ (aq) ＋ Ｉ (aq)←

＋ ２－Ａｇ ＣｒＯ Ａｇ ＣｒＯ (ｓ) → ２Ａｇ (aq) ＋ ＣｒＯ (aq)←２ ４ ２ ４ ４

ｏ -1
△Ｇ (ＡｇＣｌ,ｓ)／ｋＪ mol ＝ －１０９.７２

ｆ,298
ｏ -1

△Ｇ (ＡｇＢｒ,ｓ)／ｋＪ mol ＝ －９５.９３９
ｆ,298
ｏ -1

△Ｇ (ＡｇＩ,ｓ)／ｋＪ mol ＝ －６６.３２
ｆ,298
ｏ -1

△Ｇ (Ａｇ ＣｒＯ ,ｓ)／ｋＪ mol ＝ －６２１.６２
ｆ,298 ２ ４
ｏ ＋ -1

△Ｇ (Ａｇ ,aq)／ｋＪ mol ＝ ７７.１１１
ｆ,298
ｏ － -1

△Ｇ (Ｃｌ ,aq)／ｋＪ mol ＝ －１３１.１７
ｆ,298
ｏ － -1

△Ｇ (Ｂｒ ,aq)／ｋＪ mol ＝ －１０２.８２
ｆ,298
ｏ － -1

△Ｇ (Ｉ ,aq)／ｋＪ mol ＝ －５１.６７
ｆ,298
ｏ ２－ -1

△Ｇ (ＣｒＯ ,aq)／ｋＪ mol ＝ －７０６.２６
ｆ,298 ４

-3 3 -3［問１８･６］０.２ mol ｄｍ の濃度のクロム酸カリウム溶液 ０.１ ｄｍ と，０.０２ mol ｄｍ

3 ＋の濃度の硝酸銀溶液 ０.１ ｄｍ とを混合した。 この混合溶液中の Ａｇ の濃度を求めよ。

-3 -1ただし，容量モル濃度（mol ｄｍ ）による濃度は，重量モル濃度（mol ｋｇ ）による濃度に近似で

きることとする。 また，クロム酸銀（Ａｇ ＣｒＯ ）の溶解度積は，［問１８･５］の値を使用す２ ４

る。


